
に

方

聞

ま

に

人

っ

発

登

安達雄樹氏 

県内で農業

に JA・アズム

当日は 56 名

相談会では

方のための[就

聞くことがで

ました。 

また、就職

に、会社概要

人紹介も就職

相談の内容

ったものも数

来場者の就

公社では、

発及び販路開

登録し、相談

商品開発や

平成 27 年

就農相

   日高亜矢

業を始めたい

ムホール本館

名の来場があ

は、まだ何を

就農・就職総

できる[研修

職については

要・求人内容説

職相談ブース

容には、現在

数件ありまし

就農につなが

６次産業化

開拓等の支援

談に対応して

や販路開拓等

年 12 月 18

平成

相談コーナー  

宮崎

矢氏

い・農業法人等

館大研修室で

あり、うち 6

聞いていいか

総合相談]コ

・就農支援制

8戸の農業法

説明や個別相

スにて行いま

在は非農家だ

した。 

がるよう、今

化にチャレン

援を行うため

てきたところ

こ

商品

家で

お

マー

次産

りま

等のアドバイ

６次

8 日 農

27 年度

       

崎県農業振興公

等に勤めたい

で開催しまし

6名は埼玉県

か分からない

ーナーや、各

制度相談]、

法人等の代表

相談等の対応

した。 

だが農地を少

今後も継続し

ンジする農林

め、これまで民

ろです。 

この度、事業

品デザイン等

である２名の

お二人は、い

ーケティング

産業化に向け

ます。 

スを受けた

次産業化

農業振

みやざき

      

公社ニュース

い方を対象と

した。（当公社

県や奈良県な

い、まずは情

各市町村の研

[農地・ハウ

表者や人事担

応をしていた

少し持ってお

て体験研修の

林漁業者や農

民間の専門家

業者の大きな

等の相談対応

のプランナー

いずれもこれ

グ等に携わっ

けた相談業務

い方は、ぜひ

プランナ

振興公

き就農相

会場の様子  

第 30 号 （

とした「みや

社・県農業会

など県外から

情報収集をし

研修や支援対

ス・機械相談

担当者、ハロ

ただいたほか

り、今後それ

の案内や職業

業法人の皆様

家から 16 名

な課題となっ

応を強化する

ーを配置しま

まで食に関す

ってこられて

務に大きく貢

ひ公社までご

ナーのご

公社ニ

相談会を

       

（1） 

やざき就農相

会議・ＪＡ宮

らも参加され

して今後を検

対策、農地、

談]、[先進農

ローワークの

か、今回参加

れを活かして

業紹介等を行

様に対し、計

のみやざき

っているマー

るため、新た

ました。 

する商品開発

ており、豊富な

貢献していた

ご相談くださ

ご紹介

ニュー

を開催しま

       

相談会」を 11

宮崎中央会主

れました。 

検討していき

機械、ハウ

農家相談]コ

の農林漁業就

加のなかった

てなにかでき

行ってまいり

【担

計画の策定や

６次産業化プ

ーケティング

たに販売・デザ

発や販路開拓

な知識や経験

ただけるもの

さい。  【新

ース 

ました 

農業法人就職

1 月 29 日(日

主催） 

たいといった

ス等の説明

ーナーを設

職支援担当者

農業法人の求

きないかとい

ります。 

担い手支援課】

や新商品の開

プランナーを

グや販路開拓

ザインの専門

拓、デザイン

験を武器に６

のと考えてお

新農業支援課】

第 30 号

職相談コーナー

日)

た

を

け

者

求

い

】 

 

開

を

拓、

門

ン、

６

お

】



◎

間

し

理

◎

し

レ

映

て

た

に

た

◎平成27年度

本年度の借

間で、21市町

し込みがあり

引き続き募

理機構ホーム

◎農地中間管

県民に広く

し手を増やし

レビや新聞な

具体的には

映、民放ラジ

てテレビ・ラ

た、パンフレ

に活用してい

た方から問い

21.9

181.9

0
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160

180

宮
崎
市

国
富
町

181.9
(ha)

21.9

度農地等借受

借受希望者は、

町において合計

ました。 

募集しています

ムページをご覧

管理事業のＰ

く農地中間管

して農地中間

など各種メデ

は、県内の２

ジオでのＣＭ

ラジオの情報

レットやポス

いただいてい

い合わせが寄

平成２７年

0.1

22.2

47.8

0.2
綾
町

日
南
市

串
間
市

70.0

0.2

宮崎

農

受希望者の応募

5月及び7～

計1,083件、

すので、詳し

覧下さい。 

ＰＲを実施 

管理事業制度

間管理機構を

ディアを活用

２つの民放テ

Ｍ放送、地方

報番組やニュ

スターを作成

います。ＣＭ

寄せられるな

度農地中間管

15.5

5.6

0.3

1.6

0.2

17.4

1.0
12.8

1.1

0.2

0.5

42.1

0.9

13.8
125.7

都
城
市

三
股
町

小
林
市

92.5

0.2

145.8

8

崎県農業振興公

農地中間管

募状況 

～10月の５ヵ

1,292 ﾍｸﾀｰﾙの

しくは農地中間

度に関する周知

を介した農地

用した広報活動

テレビでの１

方新聞２紙で

ース番組で

成し、市町村等

Ｍを見たとい

など、ＰＲ効果

↓新聞広告

管理事業市町

4.3
1.6

0.4

1.6
7.8

5.0

31.2

1.0

7.6

0.3 1.2

11.0

1.6 0.6

17.7

6.8

え
び
の
市

高
原
町

西
都
市

81.9

10.1 7.8

公社ニュース

管理事業

ヵ月

の申

間管

◎農

機

農用

年度

れま

借受

知・理解促進

の貸借を加速

動を展開し

ヵ月にわた

の公告掲載、

のＰＲ等を実

等関係機関に

う方や、パ

果は上々です

告      

村別実績（４月

2.22.3
10.0

29.8

51.8

高
鍋
町

新
富
町

西
米
良
村

96.1

6

第 30 号 （

業につい

農地中間管理

機構では毎月

用地利用配分

度11月までの

までに20市町

受・貸付が決

進を図り、農

速化させるた

ました。 

るスポットＣ

、パブリシテ

実施していま

に配布して事

ンフレットを

す。 【農地第

    広報ポ

月～11月）　※

1.5 2.3
2.70.4 0.8
0.9

1.5
6.7

2.3
16.1

2.5 5.2
5.8

0

木
城
町

川
南
町

都
農
町

14.6 17.9

26.1

（2） 

て

理事業市町村別

月21日前後に

分計画に関する

の市町村別実

町で合計862.

決定されていま

農地の出

ため、テ

ＣＭの放

ティとし

ます。ま

事業推進

を手にし

第一課】

ポスター →

※機構審査会ベ

1.3

18.3

10.6

延
岡
市

日
向
市

門
川
町

美
郷
町

2.0

18.3

1

※管内別は、中部

南那珂

北諸県

西諸県

児湯

東臼杵

西臼杵

合 計

別実績（4～1

に、農地中間管

る審査会を行

実績をとりま

3ﾍｸﾀｰﾙの農地

ます。 

ベース

1
111.9

33

26

美
郷
町

諸
塚
村

椎
葉
村

高
千
穂
町

64

.9

２０３．８ha

珂 ７０．３ha

県 ９２．７ha

県 ２３７．９ha

１４２．５ha

杵 ２２．２ha

杵 ９２．９ha

計 ８６２．３ha

11月） 

管理権取得及

行っており、本

とめました。

地が審査され

.3

.5.5

3.2

6.7

12.9 15.6

高
千
穂
町

日
之
影
町

五
ヶ
瀬
町

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

4.3

12.9 15.6

び

本

こ

れ、



宮
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プ
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六次産

６次産業化

宮崎市の「ニ

当チャレン

連企業等支援

回６次産業化

また、本年

プロデューサ

にも寄与でき

平成 24 年

名（うち農林

学んだ知識や

開が期待され

六次産業化

たが、本年８

これを受け

これらの認

九州１位の認

認定を受け

事業者 

１ ㈲ビッグ

２ 橋口昭太

３ (有)ミヤ

４ 倉元陽造

産業化・

化を目指す人

ニューウェル

ンジ塾は、農

援者を対象と

化に関する様

年度の講座は

サー」の育成

きる講座とな

年度から実施

林漁業者 99 名

やスキルを活

れます。   

化・地産地消

８月より毎月

け、9 月 2 件

認定により、本

認定件数とな

けられた事業

グファーム 

太郎 

ヤザキインダス

造 

平成 27

宮崎

地産地消

人材育成を目

ルシティ宮崎

農林漁業者を

とした「６次

様々な講義や

は、食の６次

成プログラム

なっています

施している当

名）が修了し

活かした６次

     

消法に基づく

月認定される

件、10 月 1 件

本県の総合化

なっています

業者の皆様の

ストリー 

年度み

崎県農業振興公

消法に基

目的とした「

崎」で開催し

を対象とした

次化プロデュ

や演習、現地

次産業化を担

ム（レベル３

す。 

当チャレンジ

し、そのうち

次産業化の取

     

総合化事業

ることとなり

件、11 月 1 件

化事業計画の

す。 

の計画実現に

事業名 

自社牧場の黒

イチゴの観光

イチゴの新商

自社ブランド

レストラン事

貯蔵技術を活

日向夏加工品

やざき６

公社ニュース

づく総合

みやざき６次

しました。

た「６次化チ

ューサーコー

地事例等の講

担う人材育成

３）にも認定

ジ塾は、これ

ち 36 件が総

取組が県内各

     

業計画の認定

りました。

件の計 4 件が

の認定は平成

に向けて、引

黒毛和牛を使用

光農園開設と、

商品開発・製造

ド豚「参協味蕾

事業及び加工品

活用した日向夏

品の販売事業

６次産業

第 30 号 （

合化事業計

次産業化チ

ャレンジャ

ース」で、8 月

講座を実施し

成、キャリア

定されており

閉講に

発表会で

塾を通じ

からの夢

発表しま

引き続

脇理事長

授与され

18 名、

名の計 4

レンジ塾

等による

おり、「

感想を多

れまで４回開

総合化事業計

各地でなされ

     

定については

が国（農林水

成23年度か

引き続きフォ

用した牛肉の加

 

造・販売 

蕾豚」を利用し

品の直接販売事

夏のインターネ

業化チャ

（3） 

計画を新

ャレンジ塾」

ーコース」、

月 4 日から

てきました

アップを支

、農や食ビ

に先立って実

では、塾生の

じて取り組ん

夢の実現に向

ました。 

続き行われた

長より各コー

れ、「６次化

「６次化プロ

45 名が修了

塾の講座を通

る受講生同士

「非常に有意

多数いただい

開催してきま

計画の認定を

れており、こ

     

、これまで年

水産大臣）の

らの累計で

ローアップ

加工・販売事業

した 

事業 

ネット販売と 

レンジ塾

新たに４件

」の閉講式を

行政、農業

3 か月にわ

。 

支援する「食

ジネスに携

実施したビジ

のうち 23 名が

んできた経営

向けたビジネ

た閉講式では

ースの代表者

化チャレンジ

ロデューサー

了を迎えまし

通じて、フェ

士の交流活動

意義な塾であ

いております

したが、今

受けていま

れからさら

   【新

年３回実施さ

の認定を受け

82件となり

プしてまいり

【新農

市町村 

業 都農町 

日向市 

川南町 

日南市 

塾が閉講

件認定

を 11 月 6 日

業団体、食品関

たり、毎週

の６次産業化

わる人材育成

ジネスプラン

がチャレンジ

営理念やこれ

ネスプランを

は、公社の宮

者に修了証が

ジャーコース

ーコース」2

た。このチャ

ェイスブック

動も行われて

った。」との

す。 

回を含め 19

す。この塾で

なる事業の展

農業支援課】

されていまし

けました。

り、全国４位、

ます。 

農業支援課】

認定月 

H27.9 

H27.9 

H27.10 

H27.11 

講
 

に

関

１

化

成

ン

ジ

れ

を

宮

が

」

7

ャ

ク

て

の

95

で

展

】 

し

】 



 

れ

お

公

者

ポ

上

し

る

ト

け

こ

が

集

さ

る

の

交

タ

践

い

ジ

非

3

11月 10日に

れた全国農

おいて、会場

公社の取り

者にＰＲしま

農地中間管

ポスターや事

上のぼり、Ｄ

して農地中

るとともに、

トを配布し

けました。ブ

「事業効果

こで実施して

が寄せられ、

集約への課

さがうかがわ

担い手支援

る新規就農者

のご担当者や

交換もしてい

６次産業化

ター」を設置

践している優

いました。ま

ジ塾の修了生

非常に好評で

1月23日 (

1月23日 (

2月13日 (

2月中旬

2月26日 (

3月17・18日 (

日　時

に本県で初

業担い手サ

場内の交流

組みを県内

ました。 

管理機構ブ

事業内容の

ＤＶＤ映像

間管理事業

、参加者に

て事業活用

ブース来訪

はどうか」

ているか」

、農地の確

題に対する

われました

援ブースで

者の状況や

や農家の方

いただけま

化ブースで

置している

優良事例に

また、会場

生を中心に

でした。

豊

第 1

(土) 新・

(土) みや

(土) 新・

みや

(金） 第3回

(木･金) みや

宮崎

めて開催さ

サミットに

ブースで当

内外の来場

ブースでは、

説明図、卓

などを利用

業をＰＲす

パンフレッ

用を呼びか

訪者からは、

とか、「ど

などの質問

保や集積・

る関心の高

。 

は、新規就

当公社の支

等から、新

した。 

は、本県の

ことから、

ついてパネ

内別室では

18 社が出

豊かな農

発行 

〒880-

電話

8 回全国

農業人フェア

やざきひなた暮

農業人フェア

やざきひなた暮

回農商工ビジネ

やざき農商工連

崎県農業振興公

農地

これか

さ

に

当

場

、

卓

用

す

ッ

か

、

ど

問

高

就農事例やみ

支援活動など

新規就農者数

の６次産業化

サポートセ

ネル展示を行

は、６次産業

出展し、農産

業経営

公益社団

-0913 宮

0985(51)

国農業担

行　事

ア　大阪会場

暮らし就農相談

ア　東京会場

暮らし就農相談

ネス商談会

連携販路開拓求

公社ニュース

地中間管理機構

６次産業化ブ

からの行

みやざき農業

どについてご

数や、研修受

化の総合窓口

センターの取

行うとともに

業化等に取り

産加工品等の

・新しい

団法人宮崎

崎市恒久

2011 FAX

担い手サ

談フェア

談フェア

求評会

第 30 号 （

構ブース   

ブース    

行事予定

業実践塾の

ご紹介しま

受入体制に

口となる「

取組内容に

に、パンフ

り組む事業者

の試食によ

い未来の

県農業振興

1 丁目 7 番

X0985(51)

ミット

大阪マーチ

東京都　銀

池袋サンシ

東京都　ﾊ

ニューウェ

宮崎観光ホ

（4） 

      

      

パネルを設

した。県外

ついてのご

みやざき６

加え、県内

レット・チ

者やみやざ

り県内外の

のために

興公社 

番地 14 

8006

in みやざ

会 場

チャンダイズ

銀座ファーマー

シャインシテ

ﾊﾟｿﾅｸﾞﾙｰﾌﾟｱｰﾊ

ェルシティ宮崎

ホテル

  大会看板 

担い手支援ブ

設置し、宮崎

外新規就農相

ご質問をお受

次産業化サ

内各地で６次

チラシを配布

ざき６次産業

の来場者にＰ

に 

ざき 

・マート 担

ーズラボ 担

ィ 担

ﾊﾞﾝﾌｧｰﾑ 担

崎 新

新

ース 

崎県内におけ

相談センター

受けし、情報

サポートセン

次産業化を実

布しＰＲを行

業化チャレン

ＰＲを行い、

問合せ

担い手支援課

担い手支援課

担い手支援課

担い手支援課

新農業支援課

新農業支援課

け

ー

報

ン

実

行

ン

、


